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県
連
盟

周
年
記
念
式
典

75

を
挙
行

～
遺
族
代
表
者

大
会
も
開
催
～

本
連
盟
は
、
昭
和

年

月
に
岡

22

11

山
県
遺
族
平
和
連
盟
と
し
て
発
足
以

来
、
本
年
で
創
立

周
年
を
迎
え
る

75

に
当
た
り
、

月

日
に
、
岡
山
市

11

26

立
市
民
文
化
ホ
ー
ル
で
、
県
知
事
を

は
じ
め
多
く
の
来
賓
、
県
内
遺
族
代

表
ら
約

人
の
出
席
の
も
と
、

3
5
0

記
念
式
典
を
挙
行
し
ま
し
た
。

県県

遺遺

族族

通通

信信

式
典
は
、
三
宅

副
理
事
長
の
開
式

の
辞
で
始
ま
り
、

大
月
理
事
長
が
、

「
戦
争
の
悲
惨
さ

と
平
和
の
大
切
さ

を
若
い
世
代
に
伝

え
て
い
く
こ
と
で
、

平
和
日
本
建
設
と

い
う
県
連
盟
創
立
時
の
願
い
を
継
承

し
て
い
き
た
い
」
と
式
辞
を
述
べ
た
。

続
い
て
、
伊
原
木
隆
太
岡
山
県
知
事
、

加
藤
浩
久
県
議
会
議
長
、
水
落
敏
栄

日
本
遺
族
会
会
長
、
衆
参
国
会
議
員

の
皆
様
ら
か
ら
祝
辞
を
頂
戴
し
た
。

ま
た
、
多
年
に
わ
た
り
英
霊
顕

彰
と
遺
族
援
護
に
尽
力
さ
れ
た
方

々
に
、
岡
山
県
知
事
、
日
本
遺
族

会
会
長
、
県
連
盟
理
事
長
か
ら
そ

れ
ぞ
れ
表
彰
状
が
贈
ら
れ
た
。
続

い
て
、
受
賞
者
を
代
表
し
て
、
井

上
晴
夫
玉
島
遺
族
連
合
会
会
長
が

謝
辞
を
述
べ
、
最
後
に
江
本
副
理

事
長
の
閉
式
の
辞
に
よ
り
、
式
典

は
終
了
し
た
。

式
典
終
了
後
、
岡
山
県
戦
没
者

遺
族
代
表
者
大
会
を
開
催
し
、
総

理
等
の
靖
國
神
社
参
拝
の
定
着
や

令
和
５
年
度
政
府
予
算
案
の
概
算

要
求
に
計
上
さ
れ
た
遺
族
処
遇
改

善
項
目
の
完
全
実
現
な
ど
を
議
決

し
た
。

【
被
表
彰
者
ご
芳
名
】
（
順
不
同
）

■■
岡
山
県
知
事
表
彰

名
8

大
月
健
一(

高
梁
市)

、
三
宅
禎
浩

(

玉
野
市)

、
山
下
桂
正(

備
前
市)

、

岡
本
忠
、
藤
原
信
子(

倉
敷
市
倉
敷)

、

井
上
晴
夫
（
倉
敷
市
玉
島)

、
横
田

秀
夫(

総
社
市)

、
佐
藤
悦
子(

瀬
戸

内
市)(

謝
辞
を
述
べ
る
井
上
晴
夫
氏
）

■■
日
本
遺
族
会
会
長
表
彰

名
4

一
視
保
惠(

総
社
市)

、
岡
本
克
一

(

赤
磐
市)

、
山
本
定
義(

和
気
郡)

、

江
木
正
人(

小
田
郡)

■■
岡
山
県
遺
族
連
盟
理
事
長
表
彰

名

1
4
8

[

岡
山
市
岡
山]

名
11

藤
原
洋
一
、
安
井
善
晴
、
竹
島
潤
、

天
野
ひ
ろ
み
、
山
本
昌
子
、
渡
邊
敬

子
、
梶
原
洋
子
、
河
内
さ
だ
め
、
成

本
寿
美
子
、
北
村
尚
子
、
松
本
真
由
美

[

岡
山
市
西
大
寺]

名
4

植
木
伸
太
郎
、

岡
﨑
浩
泰
、
川
井

公
子
、
光
岡
知
明

[

岡
山
市
上
道]

名
2

赤
松
二
朗
、
奥
山
美
千
子

[

岡
山
市
北]
名
4

谷
口
秀
一
、
大
橋
正
明
、
久
保
加
代
子
、

楠
原
洋

[

岡
山
市
南]

名
3

猪
俣
和
美
、
西
谷
朝
子
、
藤
井
義
人

[

岡
山
市
御
津]

名
2

山
﨑
州
男
、
白
髭
秀
子

[

岡
山
市
灘
崎]

名
2

近
藤
嘉
也
、
中
島
綾
子

[

岡
山
市
建
部]

名
2

山
本
進
、
北
初
子

[

岡
山
市
瀬
戸]

名
2

岸
本
光
、
橋
本
康
子

[

倉
敷
市
倉
敷]

名
10

貝
原
清
三
郎
、
三
宅
千
歳
、
原
勝
子
、

栗
原
義
行
、
諏
訪
妙
子
、
田
中
博
子
、

藤
原
忠
文
、
安
井
元
徳
、
森
井
雅
夫
、

巻
尾
知
恵

[

倉
敷
市
児
島]

名
5

寺
澤
光
代
、
岩
崎
千
桜
子
、
木
村
設

男
、
村
井
政
則
、
小
橋
孝
子

[

倉
敷
市
玉
島]

名
6

佐
藤
和
子
、
亀
山
勇
、
大
江
進
、
髙

原
征
治
、
佐
々
木
志
津
香
、
森
元
弘
海

[

倉
敷
市
真
備]

名
2

井
上
利
子
、
小
林
勝
正

[

津
山
市]

名
8

太
田
博
久
、
真
木
淳
夫
、
松
尾
官
治
、

森
義
晴
、
湯
原
晴
夫
、
北
村
生
吉
、

福
見
定
治
、
庄
司
和
代

[

玉
野
市]

名
5

児
島
美
代
子
、
日
浅
マ
サ
子
、
坂
口

益
子
、
塚
本
昭
寿
、
成
山
亨

[

笠
岡
市]

名
8

山
本
憲
郞
、
増
成
輔
久
、
小
寺
吉
郎
、

伊
藤
長
生
、
藤
井
眞
利
子
、
中
山
征

子
、
岡
清
美
、
森
谷
幸
子

[

井
原
市
】

名
7

青
木
節
男
、
田
辺
隆
則
、
熊
原
和
代
、

妹
尾
寿
、
片
岡
伸
光
、
石
井
寛
、

田
中
昇

[

総
社
市]

名
4

坂
本
邦
生
、
小
倉
延
行
、
竹
内
召
子
、

塩
出
裕
衛
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[
高
梁
市]

名
8

赤
木
真
智
子
、
佐
々
木
美
保
子
、
丹

正
石
夫
、
川
上
寛
、
平
井
宏
道
、
藤

井
圭
子
、
広
兼
一
勇
喜
、
中
上
国
治

[

新
見
市]

名
7

杉
秀
樹
、
宮
脇
邦
夫
、
山
田
春
美
、

神
崎
亨
、
畑
本
真
紀
吉
、
妹
尾
敏
正
、

嶋
田
ア
サ
コ

[

備
前
市]

名
5

西
上
徳
一
、
小
長
克
也
、
延
本
大
作
、

南
渕
洋
子
、
藤
里
悦
美

[

瀬
戸
内
市]

名
4

吉
永
伊
勢
清
、
小
林
一
彦
、
浅
原
タ

ヅ
ヱ
、
渋
谷
美
栄
子

[

赤
磐
市]

名
3

金
谷
征
正
、
社
成
昌
、
北
川
勝
義

[

真
庭
市]

名
7

頭
山
晴
美
、
芦
田
士
郎
、
近
藤
興
保
、

立
川
照
夫
、
植
田
晃
正
、
鈴
木
正
之
、

池
田
千
賀
子

[

美
作
市]

名
5

安
東
親
太
郎
、
遠
藤
正
夫
、
正
子
初

美
、
柳
田
福
一
郎
、
丸
吉
晃

[

浅
口
市
郡]

名
6

石
井
照
久
、
平
井
和
一
、
加
賀
隆
志
、

安
田
演
宏
、
藤
井
日
出
夫
、
吉
澤
千

佳
子

[

和
気
郡]

名
2

延
原
博
視
、
松
尾
昊
弌

[

小
田
郡]

名
3

狩
山
晋
太
郎
、
近
藤
守
實
、
松
永
清

[

真
庭
郡]

名
1

高
村
茂
博

[

久
米
郡]

名
5

光
延
憲
之
、
三
船
勝
之
、
河
原
計
博
、

松
尾
克
己
、
米
本
吉
憲

[

苫
田
郡]

名
3

岩
佐
英
重
、
田
渕
優
一
、
鈴
木
覚

[

加
賀
郡]

名
2

辻
田
明
、
浮
森
孝
雄

令
和
５
年
度
事
業
計
画
決
定

県
連
盟
で
は
、

月

日(

水
）

3

15

に
理
事
会
、
同
じ
く

日
（
火
）

28

に
評
議
員
会
を
開
催
し
、
新
年
度
の

事
業
計
画
案
及
び
予
算
案
を
審
議
・

決
定
し
ま
し
た
。
事
業
計
画
の
概
要

は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
事
業
計
画
の
概
要
】

１

英
霊
顕
彰
運
動
の
推
進

（
１
）
総
理
・
閣
僚
等
の
靖
國
神
社

参
拝
の
継
続
・
定
着
運
動
の
推
進

並
び
に
国
立
の
戦
没
者
追
悼
施
設

建
設
構
想
の
阻
止

（
２
）
知
事
等
、
各
界
代
表
の
岡
山

県
護
國
神
社
参
拝

（
３
）
市
町
村
に
お
け
る
慰
霊
祭
等

の
実
施

（
４
）
岡
山
県
護
國
神
社
並
び
に
忠

魂
碑
等
の
護
持

（
５
）
広
報
活
動

①

岡
山
平
和
祈
念
館
来
館
の
広
報

活
動

②

各
遺
族
会
に
お
け
る
「
語
り
べ

の
会
」
の
企
画
・
実
施

（
６
）
そ
の
他

①

靖
國
神
社
、
県
護
國
神
社
の

慰
霊
行
事
等
へ
の
奉
賛
協
力

②

市
、
町
、
村
、
地
区
等
の
慰
霊

行
事
等
へ
の
奉
賛
協
力

③

旧
陸
軍
墓
地
慰
霊
行
事
に
対
す

る
奉
賛
協
力

④

全
国
戦
没
者
追
悼
式
へ
の
遺
族

代
表
の
派
遣

⑤

戦
没
者
遺
族
慰
霊
研
修
事
業
の

実
施

⑥
「
岡
山
の
塔
」
戦
没
者
追
悼
式
／

沖
縄
戦
跡
慰
霊
巡
拝
事
業
の
実
施

⑦

沖
縄
平
和
祈
願
慰
霊
大
行
進
へ

の
参
加
者
派
遣
及
び
参
加
促
進

⑧

慰
霊
友
好
親
善
事
業
及
び
遺
骨

帰
還
事
業
、
政
府
及
び
日
本
遺
族

会
主
催
の
戦
跡
慰
霊
巡
拝
事
業
へ

の
参
加
者
派
遣
及
び
参
加
促
進

２

処
遇
改
善
運
動
の
推
進

（
１
）
公
務
扶
助
料
等
の
改
善
及
び

全
国
戦
没
者
追
悼
式
へ
の
参
列
者
拡

大
の
要
請

（
２
）
特
別
弔
慰
金
の
継
続
に
向
け

た
要
望
活
動
の
展
開

（
３
）
諸
法
規
改
正
事
項
の
普
及
指
導

３

組
織
の
充
実
強
化

（
１
）
組
織
の
充
実
強
化

①

孫
や
曾
孫
等
の
入
会
を
推
進
し
、
県

単
位
の
青
年
部
の
拡
大
強
化
を
推
進

②

後
継
者
育
成
研
修
会
・
勉
強
会

な
ど
を
開
催

③

孫
・
曾
孫
等
を
含
め
た
合
同
研

修
会
や
女
性
部
研
修
会
を
実
施

④

各
遺
族
会
の
研
修
会
等
へ
の
孫
、

曾
孫
等
の
参
加
と
意
識
醸
成

⑤

中
国
・
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
開
催

⑥

「
県
遺
族
通
信
」
の
年
２
回
発
行
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る
情
報
発
信
、

日
本
遺
族
会
発
行
の
「
日
本
遺
族

通
信
」
の
購
読
推
奨

（
２
）
財
源
の
確
保

①

公
益
目
的
支
出
計
画
の
実
施
期

間
等
を
見
据
え
た
会
の
運
営

②

県
連
盟
及
び
各
遺
族
会
と
も
、

各
自
治
体
へ
の
財
政
支
援
の
要
請

（
３
）
高
齢
者
の
福
祉
充
実
に
関
す

る
事
業

①

百
歳
長
寿
の
祝
い
と
一
人
暮
ら

し
の
妻
へ
の
慰
問

②

各
遺
族
会
に
お
け
る
一
人
暮
ら

し
遺
族
に
対
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動

③

遺
族
か
ら
の
相
談
対
応

４

岡
山
平
和
祈
念
館
の
運
営

（
１
）
遺
影
（
写
真
）
及
び
遺
品
の

受
付
・
展
示

（
２
）
学
校
関
係
者
や
県
下
各
界
各

層
に
対
す
る
広
報
活
動
の
実
施

第

回
全
国
戦
没
者
遺
族

77
大
会
開
催

令
和

年

月

日
、
自
由

4

12

12

民
主
党
会
館
で
、
全
国
の
戦
没
者

遺
族
代
表
２
８
１
名
が
参
集
し
て
、

第

回
全
国
戦
没
者
遺
族
大
会
が

77
開
催
さ
れ
、
令
和

年
度
政
府
予

5

算
に
要
望
事
項
が
完
全
実
現
す
る

よ
う
決
議
さ
れ
ま
し
た
。

大
会
終
了
後
の
陳
情
運
動
で
は
、

本
県
参
加
者
６
名
は
、
地
元
選
出

自
民
党
国
会
議
員
に
対
し
要
望
活

動
を
行
い
ま
し
た
。
特
に
、
加
藤

厚
生
労
働
大
臣
に
は
、
日
本
遺
族

会
市
來
副
会
長
と
も
ど
も
大
臣
室

で
重
点
陳
情
を
行
い
ま
し
た
。

結
果
、
令
和
５
年
度
予
算
に
戦

没
者
等
の
妻
に
対
す
る
特
別
給
付

金
の
継
続
・
増
額
や
慰
霊
友
好
親

善
事
業
の
付
き
添
い
者
へ
の
補
助

が
予
算
計
上
さ
れ
ま
し
た
。

（
厚
生
労
働
大
臣
室
で
の
陳
情
）
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「
岡
山
の
塔
」
戦
没
者
追
悼

式
／
沖
縄
戦
跡
慰
霊
巡
拝
事

業
の
実
施

県
連
盟
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
収
束
が
見
通

せ
な
い
中
で
し
た
が
、
岡
山
県
の

補
助
に
よ
り
沖
縄
地
域
戦
跡
慰
霊

巡
拝
を
少
人
数
で
滞
在
日
数
を
１

日
短
縮
し
た
上
で
、
３
年
ぶ
り
に

実
施
し
ま
し
た
。

月
９
日(

水)

に
大
月
理
事
長

11
を
は
じ
め
、
遺
族
、
来
賓
ら

名
25

で
岡
山
空
港
を
出
発
し
ま
し
た
。

沖
縄
到
着
後
、
沖
縄
戦
で
陸
軍

病
院
に
従
軍
中
に
戦
没
し
た
女
子

生
徒
・
教
師
の
慰
霊
碑
「
ひ
め
ゆ

り
の
塔
」
に
、
続
い
て
、
沖
縄
戦

最
後
の
激
戦
地
で
あ
る
糸
満
市
米

須
地
区
の
遺
骨
を
集
め
て
お
祀
り

し
て
い
る
「
魂
魄
の
塔
」
に
お
参

り
し
ま
し
た
。

翌

日
（
木
）
午
前

時
か
ら

10

11

糸
満
市
摩
文
仁
の
「
岡
山
の
塔
」

で
、
来
賓
の
横
田
有
二
岡
山
県
副

知
事
、
加
藤
浩
久
岡
山
県
議
会
議

長
、
沖
縄
県
か
ら
は
県
知
事
・
県

議
長
・
糸
満
市
長
の
各
代
理
、
宮

城
篤
正
沖
縄
県
遺
族
連
合
会
会
長

な
ど
の
ご
出
席
を
い
た
だ
き
、
戦

没
者
追
悼
式
を
執
り
行
い
、
沖
縄

及
び
南
方
諸
地
域
で
亡
く
な
ら
れ

た
戦
没
者
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
し

ま
し
た
。

女
性
部
研
修
会
の
開
催

～
平
和
展
示
資
料
館
と
連
携
～

県
連
盟
女
性
部
は
、
１
月

日
20

(

金)

午
前

時

分
か
ら
、
理
事

10

30

長
や
女
性
部
員
な
ど

名
が
参
加
し

31

て
、「
令
和
４
年
度
岡
山
県
遺
族
連

盟
女
性
部
研
修
会
」
を
開
催
し
ま
し

た

今
回
は
、
岡
山
シ
テ
ィ
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
（
岡
山
市
北
区
駅
元
町
）
で
、

先
の
大
戦
に
お
け
る
兵
士
、
戦
後
強

制
抑
留
者
、
海
外
引
揚
者
の
労
苦
を

（
学
芸
員
に
よ
る
説
明
風
景
）

伝
え
る
平
和
祈
念
展
示
資
料
館
（
東

京
都
新
宿
区
）
に
よ
る
「
平
和
祈
念

展

岡
山
」
が
開
催
さ
れ
る
の
に
あ

in
わ
せ
て
、
同
会
場
な
ど
を
使
っ
て
実

施
し
た
も
の
で
す
。

お
昼
に
は
、
昭
和
館
の
「

代
10

の
太
平
洋
戦
争
～
終
戦
日
ま
で
の

日
々
編
～
半
藤
一
利
さ
ん
の
体
験

談
」
の

も
鑑
賞
し
ま
し
た
。

D
V
D

最
後
に
、
引
揚
げ
を
経
験
さ
れ
た

部
員
を
は
じ
め
、
多
く
の
皆
さ
ん
か

ら
研
修
会
の
感
想
や
自
ら
の
体
験
を

話
し
て
い
た
だ
き
、
有
意
義
な
研
修

会
と
な
り
ま
し
た
。

お
慶
び

・
厚
生
労
働
大
臣
表
彰

令
和

年
度
の
援
護
事
業
の
功
労

4

者
と
し
て
、「
令
和

年
度
全
国
戦

4

没
者
追
悼
式
」
で
全
国
の
遺
族
代
表

と
し
て
追
悼
の
辞
を
述
べ
た
大
月
理

事
長
が
「
追
悼
式
枠
」
で
厚
生
労
働

大
臣
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

■
大
月
健
一
（
高
梁
市
）

・
日
本
遺
族
会
会
長
表
彰

令
和
４
年
が
日
本
遺
族
会
創
立
75

周
年
に
当
た
る
こ
と
か
ら
、
９
月
12

日
に
東
京
で
天
皇
皇
后
両
陛
下
の
ご

臨
席
を
仰
ぎ
、「
日
本
遺
族
会
創
立

周
年
記
念
式
典
」
が
開
催
さ
れ
ま

75し
た
。

こ
の
席
で
、
県
連
盟
が
推
薦
し
た

次
の
３
名
の
方
が
日
本
遺
族
会
会
長

表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

■
穐
山
國
衛
（
岡
山
市
北
）

■
大
島
靖
幸
（
浅
口
市
郡
）

■
水
元
春
子
（
岡
山
市
上
道
）

老
人
福
祉
事
業
・
百
歳
長
寿

の
祝
い

本
年
は
県
下
５
遺
族
連
合
会
７
名

の
ご
遺
族
が
め
で
た
く
百
歳
（
本
年

は
大
正
１
１
年
生
ま
れ
）
の
長
寿
を

達
成
さ
れ
、
地
元
遺
族
連
合
会
を
通

じ
て
お
よ
ろ
こ
び
状
と
記
念
品
を
贈

り
慶
祝
の
意
を
表
し
ま
し
た
。

ま
た
、
戦
没
者
の
一
人
暮
ら
し
妻

の
皆
様
（
１
４
名
）
に
は
、
慰
問
文

と
記
念
品
を
お
贈
り
し
、
お
慰
め
し

ま
し
た
。

本
年
め
で
た
く
百
歳
の
長
寿
を
達

成
さ
れ
た
ご
遺
族
の
皆
様
は
次
の
と

お
り
で
す
。

■
大
森

光
子
（
岡
山
市
東
区
金
田
）

■
岡

千
江
子
（
倉
敷
市
宮
前
）

■
友
国

榮

（
倉
敷
市
呼
松
）

■
白
神

和
子
（
倉
敷
市
吉
岡
）

■
川
上

壽
子
（
井
原
市
美
星
町
明
治
）

■
山
下

静
子
（
備
前
市
木
谷
）

■
武
村

博

（
真
庭
市
上
水
田
）

平
和
祈
願
慰
霊
大
行
進
の

参
加
者
募
集
中

日
本
遺
族
会
で
は
、
毎
年
６
月
23

日
に
沖
縄
県
遺
族
連
合
会
と
共
催
で

実
施
し
て
い
る
「
沖
縄
平
和
祈
願
慰

霊
大
行
進
」
の
参
加
者
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

▼
期
間

６
月

日
（
木
）
～

日

22

24

（
土
）
２
泊
３
日

▼
宿
泊

那
覇
市
内
の
ホ
テ
ル

▼
申
込
締
切

月

日
（
金
）

4

28

※
参
加
費
用
な
ど
詳
し
く
は
、
県
連

盟
事
務
局
（

:
-

T
E
L

0
8
6

2

７
１-

１
７
５)

へ
お
問
合
せ
下

7

さ
い
。
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令
和
５
年
度

政
府
主
催

慰
霊
巡
拝
の
参
加
者
募
集

令
和
５
年
度
の
厚
生
労
働
省
主

催
の
遺
族
代
表
に
よ
る
慰
霊
巡
拝

に
つ
い
て
は
、
次
の
と
お
り
実
施

さ
れ
る
予
定
で
す
。

■
実
施
予
定
地
域

カ
ザ
フ
ス
タ
ン
共
和
国
、
中
国

東
北
地
方(

旧
満
州
地
区
全
域
）
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、

東
部
ニ
ュ
ー

ギ
ニ
ア
、
イ
ル
ク
ー
ツ
ク
州
・
ブ

リ
ヤ
ー
ト
共
和
国
、
ハ
バ
ロ
フ
ス

ク
地
方
・
ユ
ダ
ヤ
自
治
州
、
北
ボ

ル
ネ
オ
、
ビ
ス
マ
ー
ク
諸
島
、
イ

ン
ド
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
（
第
１
次
、

第
２
次
）
、
硫
黄
島
（
第
１
次
、

第
２
次)

、
マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島
、

ミ
ャ
ン
マ
ー

■
参
加
資
格

岡
山
県
に
お
住
ま
い
で
、
慰
霊
巡

拝
を
行
う
戦
域
に
お
け
る
戦
没
者
の

配
偶
者
（
再
婚
し
た
者
を
除
く
。）、

父
母
、
子
、
兄
弟
姉
妹
、
参
加
遺
族

（
子
・
兄
弟
姉
妹
）
の
配
偶
者
、
戦

没
者
の
孫
、
戦
没
者
の
甥
・
姪
で
あ

る
こ
と
。
た
だ
し
巡
拝
に
参
加
し

た
こ
と
の
な
い
方
が
優
先
さ
れ
ま
す
。

■
問
合
先
・
申
込
先

日
程
や
参
加
費
用
な
ど
詳
細
は
、

岡
山
県
庁
福
祉
企
画
課
援
護
班

（

:
-

-

T
E
L

0
8
6

2
2
6

7

)

に
お
問
合
せ
下
さ
い
。

3
2
0

鎮
魂
の
祈
り

～
津
山
市
広
野
地
区
～

広
野
地
区
遺
族
会
は
、
津
山
市
立

広
野
小
学
校
６
年
生

人
と
学
校
近

13

く
の
「
慰
霊
塔
」
で
慰
霊
祭
を
行
い

戦
没
者
を
弔
っ
た
。
同
小
学
校
で
は

修
学
旅
行
で
広
島
市
を
訪
れ
る
予
定

を
し
て
お
り
、
平
和
学
習
の
一
環
と

し
て
取
り
組
ん
だ
も
の
で
す
。

当
日
は
全
校
生
徒
で
折
っ
た
「
折

り
鶴
」
を
奉
納
し
、
黙
祷
の
後
「
折

り
鶴
の
歌
」
を
合
唱
し
、
帰
校
後
、

教
室
に
て
６
年
生
・
遺
族
会
の
皆
様

と
と
も
に
津
山
市
遺
族
連
合
会
の
大

塚
会
長
よ
り
太
平
洋
戦
争
の
話
を
聞

き
ま
し
た
。

戦
後

年
を
経
過
し
た
今
日
、
戦

77

争
の
記
録
や
記
憶
が
風
化
し
て
き
て

お
り
、
戦
争
の
悲
し
い
歴
史
は
し
っ

か
り
認
識
し
て
国
づ
く
り
に
役
立
て

る
べ
き
で
あ
る
と
の
話
を
聞
い
て
、

児
童
の
一
人
は
「
戦
争
は
絶
対
起
こ

し
て
は
い
け
な
い
と
一
層
強
く
思
っ

た
。
こ
れ
か
ら
は
私
た
ち
が
語
り
継

い
で
行
か
な
い
と
い
け
な
い
。」
と

語
り
、
意
義
深
い
平
和
学
習
と
な
っ
た
。

今
回
、
慰
霊
祭
に
関
わ
っ
て
く
れ

た
小
学
校
の
対
応
に
感
謝
い
た
し
ま

す
と
と
も
に
、
私
た
ち
遺
族
会
も
改

め
て
可
能
な
限
り
ご
英
霊
の
顕
彰
活

動
を
続
け
て
行
く
つ
も
り
で
す
。

西
大
寺
の
慰
霊
巡
拝
事
業

西
大
寺
遺
族
連
合
会
は
、
９
月
23

日
に
川
西
方
面
（
吉
井
川
の
西
）
の

慰
霊
巡
拝
を
行
い
ま
し
た
。

同
会
の
役
員
が
雄
神
、
可
知
な
ど

７
地
区
の
慰
霊
塔
や
忠
魂
碑
を
巡
拝

し
、
英
霊
の
ご
冥
福
と
恒
久
平
和
の

実
現
を
お
祈
り
し
ま
し
た
。

（
西
大
寺
観
音
院
内
の
忠
霊
塔
）

靖
国
神
社
・
千
鳥
ヶ
淵
参
拝

～
倉
敷
市
遺
族
連
合
協
議
会
～

コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
靖
国
神
社
参
拝

を
遠
慮
し
て
い
た
が
、
３
月
６
～
８

日
に
か
け
て
、
倉
敷
、
玉
島
、
児
島

地
区
合
同
で
、
代
表
者

名
の
参
加

60

を
得
て
実
施
。
バ
ス
２
台
に
分
乗
し

て
、
一
路
東
京
を
目
指
し
、
途
中
、

好
天
に
恵
ま
れ
て
富
士
山
も
姿
を
見

せ
て
く
れ
、
夕
方
到
着
し
ま
し
た
。

翌
朝
、
靖
国
神
社
に
て
久
し
ぶ
り

の
昇
殿
参
拝
を
全
員
で
行
い
ま
し
た
。

境
内
の
桜
が
つ
ぼ
み
を
膨
ら
し
て
歓

迎
し
て
く
れ
ま
し
た
。

続
い
て
、
千
鳥
ヶ
淵
戦
没
者
墓
苑

に
参
拝
の
後
、
車
上
よ
り
新
九
段
会

館
を
拝
見
し
、
衆
議
院
議
員
会
館
に

到
着
。
地
元
の
橋
本
岳
・
石
井
正
弘

・
小
野
田
紀
美
先
生
、
そ
し
て
尾
辻

秀
久
参
議
院
議
長
（
代
理
秘
書
）
に

陳
情
、
質
疑
応
答
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
後
、

愛
知
県
に

向
か
い
、

吉
良
温
泉

に
宿
泊
の

後
、
三
日

目
は
「
ど

う
す
る
家

康
」
岡
崎

大
河
ド
ラ

マ
館
を
見

学
し
一
路

帰
宅
の
途

に
つ
き
、

参
加
者
の
皆
様
の
ご
健
勝
ご
多
幸
を
お

祈
り
し
て
、
旅
行
の
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

遺
族
会
の
動
き

【
令
和
５
年
５
月
】

日

県
戦
没
者
春
季
慰
霊
祭
（
県

5

護
國
神
社
）

日

県
護
國
神
社
春
季
慰
霊
大

6

祭
（
県
護
國
神
社
）

~

日

合
同
研
修
会
（
大
阪

30

31方
面
）

【
令
和
５
年
６
月
】

～

日

沖
縄
県
平
和
祈
願
慰

22

24霊
大
行
進

【
令
和
５
年
７
月
】

～

日

県
連
盟
慰
霊
研
修

13

14
（
靖
国
神
社
・
新
九
段
会
館
）

【
令
和
５
年
８
月
】

日

全
国
戦
没
者
追
悼
式
（
日

15

本
武
道
館
）

【
編
集
後
記
】

お
陰
様
で
日
常
生

活
が
戻
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
今
年
度

は
、
事
業
計
画
に
基
づ
き
、
各
種
活

動
が
で
き
る
よ
う
精
進
し
ま
す
の
で
、

ご
支
援
、
ご
協
力
方
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。（
増
本
）




